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本学では、常日頃より教育の質の向上に邁進し、そこに学
ぶ学生諸君が社会人として将来活躍するのに必要な知
識・技術を充分に身につけられるよう、教職員一同 努力
を重ねてまいりました。このような地道な努力が社会にお
いて相応の評価を受け、就職率の良い大学という定評を
得ています。これからもこのような現実に 甘んずることな
く、学生・教職員皆にとって「誇りの持てる大学」という目
標を実現すべく、様々な改善を進めていく所存です。
かねてより本学では、大学生活がより豊かなものとなるよ
う正課外の活動の充実を図ってまいりました。同時に、大
学と保証人との連絡を密にするため、全国各地において
「保証人対象 大学との連絡会」を開催しております。これ
らの活動の実施には、従来より後援会から多大なるご援
助をいただいており、心から感謝するとともに、これから
も、より一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。

今 後とも 温 か いご 支 援 を

東京都市大学

「保証人対象 大学との連絡会」

大学と保証人との親睦を図るとともに、学生の諸問
題を相互に相談するという趣旨のもと、大学と後援
会との共催で年1回全国各地で開催し、年々その規
模も大きなものになっています。

会報「TCU-COM」の発行

後援会の活動はもちろん、学内の情報、学生たちの
素顔など、学生生活に関する今の姿を、紙上を通して
お知らせするために、年2回会報を発行しています。

学生たちが実り多い将来に向けて、最高の選択を行えるように─
保証人の皆様のご理解とご支援をお願いします。

正課外教育援助／大学行事への協力
就職活動援助

後援会では、課外活動の活性化を図るため、「課外
活動に対する補助制度」を設け、学生団体の特色あ
る活動や優れた課外活動への援助、顕彰を行ってい
ます。また、体育祭、学園祭などの全学的な学生行
事に対しての援助、さらに就職活動の援助も行って
います。

学生緊急経済援助制度

平成6年度より後援会では、会員の家計が急変し、
修学が困難になった学生に対して授業料の相当額
を貸与する「後援会緊急奨学金制度」を設けました。
不慮の事態に遭遇した学生には、修学を継続する上
で貴重な制度となっています。

学生厚生援助

学生生活を送る上で必要な施設や備品など、学生の
厚生に係わる援助を行います。キャンパスライフで
の福利の充実を目指した援助です。

フレッシャーズ・キャンプへの援助

毎年4月に行われる新入生の研修行事（フレッシャ
ーズ・キャンプ）に対して、その費用の一部を援助し
ています。
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■ 東京都市大学後援会 組織図



東京都市大学後援会 会則

　　（役職ならびに定数）
　第２１条

　　（任務）
　第２２条

　　（理事の権限と職務）
　第２３条

　　（会計監事の権限と職務）
　第２４条

　　（権限）
　第２５条

　　（開催）
　第２６条

　　（招集）
　第２７条

　　（議長）
　第２８条

　　（議決）
　第２９条

　　（書面または電磁的方法による議決権の行使）
　第３０条

　　（決議の省略・報告の省略）
　第３１条

　　（議事録）
　第３２条

第６章　資産及び会計
　　（会計）
　第３３条
　　（基本財産）
　第３４条

　　（事業年度）
　第３５条
　　（事業計画及び予算）
　第３６条

　　（事業報告及び決算）
　第３７条

第７章　会則の変更及び解散
　　（会則の変更）
　第３８条

第８章　事務局
　　（事務局）
　第３９条

付　則（令和7年5月24日）

第１章　総則
　　（名称）
　第1条
　　（事務所）
　第2条

第２章　目的及び事業
　　（目的）
　第3条

　　（事業）
　第４条

第３章　会員・会費
　　（会員）
　第５条

　　（会費）
　第６条

第４章　代表者会議
　　（代表者会議の構成）
　第７条

　　（代表者会議）
　第８条
　　（代表委員の任期）
　第９条

　　（代表者会議の権限）
　第１０条

　　（開催）
　第１１条
　　（招集）
　第１２条

　　（議長）
　第１３条

　　（議決権）
　第１４条
　　（議決）
　第１５条

　　（書面または電磁的方法による議決権の行使）
　第１６条

　　（決議の省略・報告の省略）
　第１７条

　　（議事録）
　第１８条

第５章　幹事会
　　（幹事会の構成）
　第１９条

　　（幹事会の役員）　　　
　第２０条

東京都市大学後援会（以下「本会」という。）と称する。

本会の事務所は東京都市大学内に置く。

本会は東京都市大学の教育方針に則り、大学と保証人との連携を緊密にして、
学生の修学、学生生活の向上を助け、その他大学を後援して、その発展に寄与
するとともに、会員相互の親睦を図ることを目的とする。

本会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。
　（1） 大学の正課外教育活動に対する援助
　（2） 新入生研修行事に対する援助
　（3） 学生生活に対する援助
　（4） 保証人対象 大学との連絡会
　（5） 会員相互の親睦
　（6） その他、本会の目的達成に必要な事業

本会は次の会員をもって組織する。
　（1） 正会員は、学部学生および大学院学生の保証人
　　　（但し、主たる家計支持者であること）
　（2） 賛助会員は、本会の趣旨に賛同し協力する者

正会員は、原則として学生の入学時に会費50,000円を納入する。
２ 編入生の正会員は、原則として学生の編入学時に2年次編入は40,000円、
3年次編入は30,000円を納入する。

３ 賛助会員の会費は、年会費10,000円とし毎年年度始めに納入するものと
する。

４ 会費の額は、代表者会議にて決定する。
5 入学時において「地震等災害における学費等減免規程」の対象となった
場合は、第1項の規定にかかわらず、会費の納入を同規程の対象外となる
年度まで延期することができる。

代表者会議は、正会員から選出された代表委員115名以内を持って構成する。
２ 代表委員は、幹事会で選考し、代表者会議にて承認を得る。

代表者会議は、最高決議機関として全ての代表委員をもって構成する。

代表委員の任期は1年とし、再任を妨げないものとする。
２ 代表委員に欠員が生じた場合、後任者の任期は前任者の残任期間とする。

代表者会議は、最高決議機関として次の事項を審議決定する。
　（1） 代表委員の選任及び解任
　（2） 会計監事の選任及び解任
　（3） 幹事会役員の選任及び解任
　（4） 予算、決算、事業報告の承認
　（5） 会則の変更
　（6） 幹事会において必要と認めた事項
２ 本会則に定めていない事項については、代表者会議にて決定する。

代表者会議は、年1回開催するほか、必要がある場合に開催する。

代表者会議は、幹事会の決議に基づき後援会会長（以下「会長」という）が
招集する。
２ 代表委員全員の同意があるときは、招集の手続を経ることなく開催すること
ができる。

３ 招集通知は、会長が開催日の1週間前までに、代表委員に対して議案事項
ならびに提出期間を明記し、書面または電磁的方法にて行う。

代表者会議の議長は、会長がこれにあたる。なお、会長が欠席した場合の議長
は、副会長が務める。
2　会長、副会長が欠席の場合は、理事の互選により決定する。

代表者会議における議決権は、代表委員1名につき1個とする。

代表者会議の決議は、特別の利害関係を有する代表委員を除く代表委員の
過半数が出席し、その過半数をもって行う。

代表委員は、議決権行使書面に必要な事項を記述し、代表者会議招集通知に
記載された期間内に提出することにより、書面または電磁的方法による議決権
を行使できる。
２ 書面または電磁的方法により行使された議決権の数は、出席した代表委員
の議決権に算入する。

３ 代表委員は、委任状によって代表者会議の議決権を行使できる。なお、この
場合の委任状は、出席した代表委員の議決権に算入する。

代表委員の全員に対し決議する事項ならびに報告する事項を通知し、代表委員
から通知に記載された期間内に反対の意思表示がないときは、「決議の省略」
ならびに「報告の省略」があったものとみなすものとする。

代表者会議の議事録を作成し、議長及び出席した理事のうち2名以上が議事録
を確認する。

代表委員の中から選任された役員をもって構成する。
２ 役員候補者を幹事会で選考し、会長が代表者会議に推薦し承認を得る。

幹事会に、次の役員を置く。

　（1）理事33名以内
　（2）会計監事2名以内
２ 理事のうち1名を会長、2名を副会長とする。

役職ならびに定数は、次のとおりとする。
　（1） 会長 1名
　（2） 副会長 2名
　（3） 理事 30名以内
　（4） 会計監事 2名以内
　（5） 顧問 若干名

会長、副会長ならびに顧問の任務は、次のとおりとする。
　（1） 会長は、本会を代表し、会務を統括する。
　（2） 副会長は、会長を補佐し、会長事故あるときはその職務を代行する。
　（3） 顧問は、本会の重要事項について会長の諮問に応じ、または、必要

に応じ会議に出席して意見を述べる。

理事は、幹事会の構成員として、本会の事業の意思決定に参画し、業務執行
を監視する役割を担い、幹事会で決められた会務を処理する。

会計監事は、理事の職務執行ならびに会計を監査し、監査報告を作成する。
２ 会計監事は、いつでも理事に対して事業の報告を求め、本会の業務及び
財産状況の調査をすることができる。

幹事会は、次の職務を行う。
　（1） 本会の事業計画の決定
　（2） 代表者会議に提案および報告する事項
　（3） 会長、副会長ならびに顧問の選任及び解任
　（4） その他本会の運営に必要な事項

幹事会は、年1回以上開催する。
２ 会計監事から会長に開催の請求があったときは、速やかに開催しなければ
ならない。

幹事会は、会長が招集する。
２ 招集するときは､会議の日時､場所､目的である事項を記載した書面または
電磁的方法をもって､開催日の一週間前までに､理事及び会計監事に
対し会長が通知する｡

３ 前項の規定に係らず､理事及び会計監事の全員の同意があるときは､
招集の手続きを経ることなく幹事会を開催することができる｡

幹事会の議長は、会長がこれにあたる。なお、会長が欠席した場合の議長は、
副会長が務める。
２ 会長、副会長が欠席の場合は、理事の互選により決定する。

幹事会の決議は、特別の利害関係を有する理事を除く理事の過半数が出席
し、その過半数をもって行う。

理事は、議決権行使書面に必要な事項を記述し、招集通知に記載された
期間内に提出し、書面または電磁的方法により議決権の行使ができる。
２ 書面または電磁的方法により行使された議決権の数は、出席した理事の
議決権に算入する。

３ 理事は、委任状によって幹事会の議決権を行使できる。なお、この場合の
委任状は、出席した代表委員の議決権に算入する。

理事の全員に対し決議する事項ならびに報告する事項を通知し、理事から
通知に記載された期間内に反対の意思表示がないときは、「決議の省略」
ならびに「報告の省略」があったものとみなすものとする。

幹事会の議事録を作成し、議長及び出席した理事のうち2名以上が議事録を
確認する。

本会の経費は、会費及び寄付金その他の収入をもってこれにあてる。

本会の基本財産は、本会の目的を達成するために善良な管理者の注意をもって
管理しなければならない。

事業年度は、毎年4月1日に始まり、翌年3月31日に終る。

本会の事業計画、予算書は事務局が作成し、当該事業年度幹事会の承認を
受けなければならない。

本会の事業報告及び決算書については、毎事業年度終了後に事務局が
書類を作成し、会計監事の監査を受けた上で、幹事会の承認を経て、代表者
会議に提出し、報告および承認を受けなければならない。
　（1） 事業報告
　（2） 事業報告の付属明細書
　（3） 貸借対照表
　（4） 決算書
　（5） 貸借対照表及び決算書の付属明細書
　（6） 財産目録

この会則は、代表者会議の決議によって変更することができる。

本会の会務を処理するため事務局を置き、事務を大学に委託する。

この会則は、令和7年5月24日から適用する。

改 正 平成  ９年  ５月２４日
 平成１７年  ５月２８日
 平成２１年  ５月３０日
 令和  ３年  ５月２９日

令和  4年  ５月28日
令和  5年  5月27日
令和  7年  5月24日

制 定 昭和６３年１２月１６日



東京都市大学後援会
URL https://www.comm.tcu.ac.jp/kouenkai/

東京都市大学内 後援会事務局
〒158-8557 東京都世田谷区玉堤 1-28-1

TEL.（03）5707-0104  内線 2190 FAX.（03）5707-2200
E-mail: kouenkai@tcu.ac.jp

学生生活の
「頼りになる存在」で
あり続けたい。

学生たちが、より充実した学生生活を送るためにできることは何か

学業をはじめ、課外活動や学園祭、就職活動など

キャンパスのあらゆるシーンで、学生それぞれが

夢中になれる何かを見つけたとき、温かく、なおかつ力強く

バックアップできる頼りになる存在でありたいと考えます


